
地域おこし協力隊の推進について
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豊岡の現状（2022/6/1日現在）

現役隊員

45人

2022年5月撮影

ﾐｯｼｮﾝ型41人
起業型 4人

採用決定者1人

飛んでるローカル豊岡内に特設サイト 広報とよおか 毎月掲載

Facebookで掲載
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※2021年度特別交付税対象者ベース隊員数

順位 自治体名 隊員数
1 熊本県高森町 57人
2 岡⼭県⻄粟倉村 54人
3 新潟県三条市 52人
4 北海道東川町 51人
5 兵庫県豊岡市 46人

全国の状況（ TOP５） 兵庫県の状況（TOP５）

他自治体の現状

順位 自治体名 隊員数
1 豊岡市 46人
2 新温泉町 14人
3 養父市 11人
4 多可町 10人
5 朝来市 9人

2022年度から業務改革

①委託型式 ②DX化
-4-



年度 回数 募集人数 応募人数 倍率 委嘱決定

2019 3 17人 30人 1.7倍 11人

2020 4 30人 132人 4.4倍 28人

2021 3 17人 102人 4.8倍 17人

2022 2
６人（6月）
〇人（12月）

新規隊員の募集〜委嘱決定状況

2019年10月〜
移住ｽｶｳﾄｻｰﾋﾞｽSMOUTを活用

・2019年度TOP2
・2020年度TOP1
・2021年度TOP3

活動事例① 演劇祭でのコラボ

演劇祭の協⼒隊と⻨わら細⼯の協⼒隊の共同企画
⻨わら細⼯を使った演劇祭のオリジナルグッズを！！

×
演劇祭以外の市街地及び情報発信を主とする
協⼒隊で構成したチームを結成し、ナイト
マーケットの企画運営
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活動事例② 市街地でのコラボ

空き店舗ハラマキビル ⻘空市場

活動事例③ 竹野、但東でのコラボ

竹野 海町マーケット 但東 大庄屋屋敷の大石家住宅活用
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現役隊員

活動終了後

定住者

活動終了後

市外転出者

（18％）

（58％）（23％）

14人

18人 45人男10 女8

②定住者内訳（18人）

起業者 9人

就業者等 9人

③定住率

56％（18人/32人）

④3年任期満了後の定住率

94％（15人/16人）

①これまでの委嘱人数

77人（男45 女32）

男25 女20

男10 女4

3年任期満了者計16人
定住18人のうち15人
転出14人のうち1人

豊岡の現状
（2022/6/1日現在）

定住事例①
（一社）ちいきのて （NPO）たけのかぞく

-8-



定住事例② ゲストハウス 竹野、市街地

定住事例③ 猟師 と 漁師
（ジビエ） （遊漁船）
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今後について ①募集、採用

①50人を目途に積極的に推進（年に２回募集）

②６月に募集（６メニュー）・・・2022年10月活動開始想定

③12月に募集（？メニュー）・・・2023年４月活動開始想定

④おためし協⼒隊制度を積極活用し、マッチ率を向上
※起業型応募検討者のお試し企画「TOYOOKA IDEA CAMP」を現在募集中

今後について ②定住、起業の支援

①起業相談所 IPPOの活用促進

②起業補助金200万円の継続（特別交付税対象100万円）

③１次産業、伝統⼯芸などの共通課題である「売りさき」の確保
※販路拡大、ブランド化、マーケティング

④協⼒隊の空き家活用を促進 ⇒地域への溶け込み度向上、定着率向上
※賃貸空き家の掘り起こし
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